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第5巻第14章：現在の森林環境と人間
著者：小山泰弘（長野県林業総合センター）
 (17,000字＝図表込み10枚以内)

１．長野県とカラマツ

全国第4位の森林面積を誇る長野県は森林率が78％と高いことなどから、森林環境を楽しむために長野県を訪れる人が多い。

では、長野県を代表する木は何か？と聞かれると、「信州カラマツ」が思い浮かぶ。確かに県内のどこへ出かけてもカラマツを見かけることが多く、長野県の森林に最も多い木であると言っても過言ではないと思う。

先日も長野県観光協会に勤務している知人から「ゴールデンウイークに信州へ出かけるが、カラマツの新緑が美しいところを教えて欲しい」との問い合わせがあったという話を聞いており、長野県を代表する木として評価されていると感じている。
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２．昔カラマツ、今ヒノキ

　長野県の森を林齢別に調べてみると、図11－1のように50年生前後の森林が多く、20年生以前の若い林が少ないことがわかる。また、樹種別に詳しく見てみると、50年生の林ではカラマツが多かったものの、若い林はヒノキと広葉樹が主体である。確かに、毎年400haほど植栽されている植栽面積のうち、半数以上にあたる220haがヒノキで、広葉樹も100haほどとなっているのに対して、カラマツは約30ha程度である。実際、森林所有者と話をしていると、個人の方は「ヒノキを植えたい」と答え、市町村などの公的機関の職員は「針葉樹ばかりを植えてきたので、広葉樹が欲しい」との意見が多い。

個人の所有者がヒノキを求める理由は「木材価格が高く、安定していること」に尽きる。輸入材に押されて国産材の木材価格が低迷していると言われて久しいが、その中でもヒノキの価格はスギやカラマツの2倍程度の値がついていることが原因と考えられる。最も多く取引されている住宅の柱材として、木材を育てようとすると、早くても40～50年はかかってしまう。その頃の経済を予測することはほぼ不可能に近く、現実的には、現在少しでも高値で取引されている木を選ぼうという意識が働いていると思われる。

確かに、木を育てるには、お金も手間もかかる。山に植える苗木は50cmほど小さく、一本あたりの価格は数十円程度と安いものの、植えた直後から雑草と戦う「下草刈り」が必要になる。下草刈りは、植えた木がススキなどの雑草やツル植物、雑かん木などに被圧されなくなる大きさになるまで続ける必要があり、通常5年程度は覚悟しなければならない。このように、植林をするとその直後から多くの出費がかさむことになるのだが、現在ヒノキの半額にしかならないカラマツを長野県の人たちが、なぜ植えてきたのだろうか。
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３．カラマツを植えたわけ

カラマツが多く植えられたのが今から約50年前。今から50年前の昭和30年代は、戦後の高度経済成長時代である。この時代は燃料革命が起こり、山の木を切り出して利用していた薪や炭の需要が一気に無くなった時代である。
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その一方で、高速道路や新幹線をはじめとする建設工事ラッシュ時代でもあった。高速道路や新幹線などの工事はコンクリート造りなので、木材はあまり関係がないと思われがちであるが、基礎に使う杭材や、コンクリート打設時の型枠など土木用に用いられる木材は結構多い。こうした土木用の杭材（基礎杭）などにカラマツが重宝されたため、昭和35年(1960年)から昭和42年までは毎年30万m3を超えるカラマツが伐採消費されていたとの記録が残っている（図11-2）。昭和40年頃に作られたカラマツ材の需要に関するパンフレット（信州カラマツ市場対策協議会発行）を見ると、当時生産されていたカラマツ材は「信州カラマツ」と呼ばれ、「全国で消費される杭丸太の約半分が信州で生産されていた」との記載があり、構造物を建築するときに利用する杭の多くを長野県のカラマツが支えたということが出来る。さらにこの当時のカラマツは電柱材、トンネルや岸壁などで土留に用いられる矢板、コンクリートの型枠、建設用の足場丸太、リンゴ箱、ビールケースなどと用途が広かった。代表的な杭材は、直径6cm程度の細い木から、各種の用途に使えたことから、早ければ10年以内で生産可能である。杭材価格は、建築用材と比べれば非常に安価であるが、建築用材が早くても30年以上はかかることを考えると、林業としては非常に短い周期で収入を得ることが出来ることになり、それ相応の魅力があったと考えられる。

　

４．カラマツの受難

植林から早ければ10年で利用が見込まれたカラマツであったが、その多くが伐採出荷されずに今に至っている。そして、現在までの長い間、植栽したカラマツ林の多くが、手入れをされずに放置されてしまっていた。こうした手入れ不足の人工林はカラマツに限った話ではなく、日本全国共通の問題であるが、手入れ不足の原因はやはり木材価格の低迷である。

現在カラマツの丸太は、大きさや形状にもよるが、材積１m3あたりおよそ1万円程度で取引されている。ところが、これは長野県で最もカラマツを植えていたほぼ50年前と同じ価格である。50年前の人が、カラマツを植え始めたときに描いていた金額は確かに得る事が出来るが、この50年間の物価上昇を考えると、その安さに驚いてしまう。

どうしてそんなに安くなってしまったのかを考えると、カラマツ材の利用用途の大きな変化があげられる。昭和30年代の終わり頃から、始まった木材の輸入自由化に加えて、電柱はコンクリートに、足場丸太は鉄パイプに、リンゴ箱やビールケースが段ボールやプラスチックにと、木材の用途が他の資材にとって変わられており、カラマツ材は柱材などの建築用材として、新たな用途開発を迫られることになってしまった。
５．豪雪地帯でカラマツ林を考える

カラマツ林業の流れを見ていると、日本林業の縮図がそこに浮かび上がってくる。第二次世界大戦の終わりとともに景気が回復し、高度経済成長時代に入った日本では、建設ラッシュなどで木材需要が急激に高まり、森林の伐採も盛んになった。こうした時代に杭を始めとする土木用材として使い勝手がよいカラマツは非常に人気が高まり、長野県では各地でカラマツの造林が進められた。

カラマツは、標高が高いところでも育つが、雪には弱いため、積雪地域では不向きとされ、長野県内では中南部から東部にかけての雪が少ない地域で積極的に植えられてきた。

ところがある時、長野県北部に位置し、日本有数の豪雪地帯である秋山郷でカラマツの人工林を見かけた。そこで、改めて秋山郷を歩いて、カラマツ林を探しながら、どのような場所に植えられ、どのように育てられてきたのかを調べてみた。

カラマツ林の多くは、集落のすぐ近くでどれも非常に小さな面積で見つかり、中に入ってみると、昔の焼畑跡ではないかと思われるような場所ばかりだった。

こうして見つけたカラマツ林のうち、13箇所で、林地生産力(地位級)と林の混み具合(収量比数)を調べてみたところ、図11-3のように、カラマツ林はどれも平均以上に良く成長する場所に成立していた。ところが、調べた林のほとんどが「過密林分」と呼べる林で、中には最多密度状態にまで育っているところも認められた。
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秋山郷でカラマツが植えられ始めたのは、昭和30年代で、ちょうどこの頃は、カラマツの需要が全国的に拡大していた時期だった。秋山郷では、焼畑が行われなくなり、新潟県の津南町から伸びる国道が整備され、生活が大きく転換した時期だった。秋山郷で聞き取り調査を行った関戸明子博士によると、カラマツはトンネル矢板用に植えたとのことで、土木用材として短い時間で木材としての出荷が見込めるカラマツを集落の近くの焼畑跡地に植えて、少しでも収益を上げようとしたと思われた。

しかし、カラマツを植え始めた直後から、カラマツ材の需要が失われ、見向きもされなくなって、現在まで手入れがされずに育ってしまったものと思われた。

６．カラマツ林の林床で見つけた山菜

秋山郷には、カラマツ林の林床がササ薮になってしまった場所もみられる。

ササが一面に生えていると下草刈りが大変なので、林業関係者からはいやがられることが多いのだが、このササが秋山郷では新たな資源を生むことになった。秋山郷周辺に分布するチシマザサは、春に出るタケノコが「ネマガリダケ」と呼ばれて、貴重な山菜として知られている。カラマツの林内に生えているササのタケノコも採取されネマガリダケとして販売されている。
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また、秋山郷で多く作られている山菜のひとつに「ギョウジャニンニク」があるが、これは半日陰の環境が栽培に向いているため、カラマツ林内の木漏れ日があたる程度の環境が、栽培には好都合である。

こうして、秋山郷のカラマツ林には写真11－2に示すような「立ち入り禁止」として山菜栽培の林となったところも多く見られる。狭い谷あいの集落にあり土地が少ない秋山郷では、木材が売れない時代でも、人工林は残しながら林内を上手に活かそうという人々の智恵が感じられた。

７．カラマツ林に迫る危機

さて、話を秋山郷からまた長野県全体へ戻すことにしよう。長野県に最も多く見られるカラマツ林は、林床が明るいため、多くの下草などがあることは紹介した。本当にカラマツ林にはどんな場所でも下草が生えているのだろうかと思って、調べてみたところ、生えている下草の種類は、地域や場所、周辺の環境によって異なってはいるが、下草が生えていない場所は、ほとんど見られなかった。

ところが、2003年の秋に長野県南部の大鹿村で調査をしたときに、下草がほとんど無くて土がむき出しとなっているカラマツ林や、下草があるのだけれど草丈が10cm程度で、まるで芝刈り機で丁寧に草刈りをしたかのようになったカラマツ林を見つけた。よくよく見てみると、下草の間やむき出しとなった土の上に黒くて丸い糞がバラバラと落ちており、土の上にはくっきりとしたニホンジカの足跡。さらにカラマツの幹を良く見ると、片っ端から無惨にも樹皮がニホンジカに剥かれていた。
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あまりにも豪快なニホンジカの食害に驚いたが、もっと驚いたのは結果を整理しているときだった。この時に調査をしたカラマツ林は、5年前にも全く同じ調査が行われていたので、改めて調査票を見返してみると、5年前にもニホンジカの食害があったようであるが、その数は少なく、わずかに見られるだけだったと言うのである。

5年前と同じ調査をしたのに見つけられた種類は62種類から51種類に減少し、ニホンジカに食べられて枯れてしまったニワトコやニシキギも認められた。

そして、この頃から県内のあちこちでニホンジカによる食害が問題になり、南アルプスの高山帯で高山植物を食べるニホンジカが目撃されるなどの状況となり、2008年の長野県の農林業被害額は7億円を超え、重大な問題となった。

８．あっという間に増えたニホンジカ　

　ニホンジカの被害が大きな問題として語られることが多くなった現在であるが、わずか30年ほど前の昭和52年には「オオカミ、カワウソに次いで、信州から姿を消すのはシカとツキノワグマであろう。」と絶滅が危惧されていた（宮尾1977）。宮尾嶽雄博士は美ヶ原高原から霧ヶ峰高原にかけて、ニホンジカ等の野生獣類の生息調査をされていたが、この時の調査記録を見ると、ニホンジカと言う生き物は、ごく稀に足跡かフンを見つけるだけだったようで、昭和53年に行われた緑の国勢調査でも生息分布域は広くなかった。

長野県中部の塩尻市でも昭和60年に発行された塩尻市史には「市内には少ない」との記載があるが、現在では百頭を超える集団を観察することができる場所が何カ所もある。

長野県では7億円を超える農林業被害が報告されているが、昭和50年まで遡ると被害額として報告されているのは800万円に留まっていることから見ても、あっという間に増えてしまった感がある。現在は、県下に6万頭以上が生息していると考えられており、ニホンジカは「絶滅の危険」よりも「被害の拡大」が問題となっている。

絶滅が危惧され、分布域が狭かった時代からわずか30年。この間に何が起きたのかを考えるため、ニホンジカに対する人の関わり方を歴史に辿ってみた。

９．歴史的に見たニホンジカ

　一般に、日本に生息する中大型の野生哺乳類は、19世紀までに絶滅種が存在しないと考えられている(千葉1975)ことから、とりあえず江戸時代の状況を整理することとした。とはいえ、江戸時代にニホンジカの個体数が把握されていた訳ではない。しかし、ニホンジカは個体数が多くなれば多くなるほど農作物に対する被害程度が高まる事が知られており（三浦1999）、農作物被害の状況からニホンジカの生息密度をおおまかに推定できると思われる。そこで、農林作物等の被害記録を辿ることでニホンジカの個体数の増減を推定することとした。
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１）江戸時代

　江戸時代の資料を見ると、長野県の各地で猪や鹿の被害に悩まされていた事がわかる。例えば享保五年（1720）に千代村米川(現飯田市)では、村の明細帳に「村の山側で猪や鹿が数多く出没して作物を荒らすため苦労している」との記録や、内田村（現塩尻市）では1750年（寛延3年）.に猟師手当として三両三分＋猪一頭二朱支払われたことや、乙事村（現諏訪郡富士見町）では、1734年（享保19年）に、約3kmにわたって鹿垣作りが行われた事が書かれているなど、長野県内各地で野生鳥獣被害に対する対策が報告されている。この中でも最も手間がかかったと思われるのが、鹿垣として紹介されている構造物である。鹿垣は、全国的には「猪土手」または「猪垣」と呼ばれることが多く、耕作地の山側に木や石、土などで柵を築き、鹿や猪などの獣類の侵入を防いだものである(写真11-4)。柵が壊されてしまうと鳥獣の侵入を許し、被害が発生するため、その補修管理には大きな経費がかかったと考えられる。江戸時代の農業全書として良く知られる「成形図説」には、壊れた猪土手の内側に入り込んで農作物を食べる鹿と猪が描かれており、時々猪土手が壊されたことを伺わせる。

長野県の事例ではないが、隣の山梨県の例として、江戸中期には、平均して村予算の10％程度を獣害対策費用に充てていたとの記録が残されている（新津2007）。獣害対策の内容も、猟師の雇い賃、火薬代、村人の見回り費用、猪垣費用など多岐にわたっており、自主的な見回りから、垣根などによる物理的防衛、さらには捕獲と、少ない村予算からから必死で獣害対策を行ってきたことが見て取れる。ただ、対策費用は都市と山村では大きく異なっており、それぞれの集落が考えて、必要に迫られて負担してきたのではないかと思われる。

とはいえ、こうした被害対策を長く続けたことで、江戸時代の末期には様相も変わり、獣類の防除費用が村の予算に計上されない市町村が出始め、各地に築かれた猪土手の管理も明治の始め頃からおろそかになってきたようである。

２）明治・大正時代

明治時代に入っても全県的にニホンジカ被害は残っていたようで、1890年（明治23年）５月に飯田警察署長から長野県知事へ具申した取調書には「隣県から追われた獣類が下伊那郡下に入り、農作物を荒らして困る（長野県行政文書1890）」との記載があり、明治中期までは、被害に苦しむ地域もあったと思われる。ところが、明治中期以降には、ニホンジカをはじめとする大型獣類の記録が激減する。1890年に「農作物を荒らして困る」と県知事へ報告のあった下伊那郡でも大正12年(1923)には、大鹿村と上村（現飯田市上村）、和田村（現飯田市南信濃）を対象として農商務省が「ニホンジカの無期限捕獲禁止」措置を講じており、農作物を荒らして困るニホンジカが、政府の保護策を必要とするほど絶滅寸前に陥った。

ここまでニホンジカが減少した原因として最も考えられるのは、「猟銃の改良による高い狩猟圧」であろう。明治期の日本では日露戦争などの影響で、毛皮の需要が増したことで、獣が高価で取引されていた。長野県内でも明治43年にはカモシカ一頭7～10円で取引されており、この時代はカモシカだけでなくシカもかなり高価だったという（上村1977)。なお当時の日当は20銭程度とのことで、現在に換算して日当を1万円とすると、大型獣１頭は単純計算で35万円と言うことになる。ここまで高価な取引が出来るとすると、狩猟を行おうとする人も増加し、「獣を売って蔵を建てた」という話もあるほどで、狩猟圧は非常に高かったと想像できる。

大正12年に農商務省がニホンジカの捕獲禁止措置を講じたのは、あまりにも高い狩猟圧の影響で、狩猟獣そのものが激減してしまった結果、捕獲禁止によって個体数の回復を図ろうとしたものではないかと考えられる。

４）昭和から平成へ

　昭和に入ってもニホンジカの個体数はあまり多くなかった。昭和20年代の伊那谷に住む猟師からの聞き取り（向山1990）でも、ニホンジカは絶滅していないものの、数が少ないことを指摘している。さらに、昭和30年にはニホンジカ捕獲禁止区域が八ヶ岳西岳周辺にも指定され、ニホンジカの保護への取り組みが拡大していった。宮尾氏が「ニホンジカが絶滅する可能性がある」と指摘したのは、まさにこの時代である。

ところが、昭和50年代になると、ニホンジカに対する風向きが変わりはじめる。大正12年からニホンジカ保護を無期限実施してきた大鹿村では、昭和55年ごろからニホンジカの食害が問題となり、被害対策として有害鳥獣駆除が行われるまでになった。その後、捕獲禁止区域の排除要請が高まり、平成6年（1994）に長野県内からニホンジカの捕獲禁止区域は無くなった。

　これまでの経過を整理すると図１のようになる。現在の個体数推定6万頭が、過去の歴史の中でどの位置にあるのかを正確に示すことは難しいが、氷河時代の生き残りと言われている高山植物が南アルプスでも10年ほど前までは大面積にわたって可憐に咲き誇っており、キタダケソウのような固有種も多く見られることを考えると、江戸中期の農林業被害が激しかった時代であっても、これらの高山植物に対する食害は無かったのではないかと考えられる。高山植物をも食害する現在の個体数は、有史以来の最高レベルにあるのでは？といえる。


[image: image8]
10．ニホンジカが増えたわけ


[image: image9]　

ニホンジカは２才から毎年１頭ずつ子供を産んで、６～７年で個体数が倍になる可能性があるが、瞬間的には増えるわけではない。しかし絶滅を心配していた時期からわずか30年でここまで被害が深刻化するまでになるには何らかの理由があるはずである。

　ニホンジカの減少原因の一つであった狩猟者数を見ると、長野県では昭和51年をピークに年々減少している(図２)。狩猟者が減ることは、野生獣類の目から見ると天敵が居なくなることを意味しており、死亡率の低下につながる。

　また生息環境という点で考えると、近年は森林が成熟して階層構造が発達し、長野県に多いカラマツ林では、多くの下草を見ることが出来るようになった。　また、生活様式の変化で、山から薪や炭を採取しなくなったことや、生活様式の変化で山村の耕作地が放棄され、荒廃農地となることで、現在の山野を見ると、高さ1.8mまでに見られる植物を餌資源とする事が出来るニホンジカにとって見れば、餌資源は非常に多くなっている。そればかりではない。高度成長時代には長野県でも大面積の公共牧場が次々と整備され、各地に牧場が拡がっている。牧場に蒔かれた牧草は家畜にとって重要な餌資源であるだけでなく、ウシ目であるニホンジカにとっても魅力的な餌資源となり、牧草の食害も問題となっている。

　このようにここ数十年の間には、森林が成熟して、林床植生が発達し、森林内での餌資源が増加するばかりか、耕作放棄地や公共牧場の増加で、草原的環境も増加し、ニホンジカにしてみれば生息に適した環境が整備されてきた。さらに狩猟者が減ることで天敵も減少し、ニホンジカが自由に歩ける環境が整っている。これは、個体数が激減した明治期とは逆の状況にあたり、ニホンジカに取ってみれば最適な環境が揃ってしまっている。

　

11．まとめとして

長野県を舞台としてカラマツ林とニホンジカに焦点をあて、現代の歴史をたどってみた。

長野県の県有林では、事業を始めた明治期に県営林事業は200年計画で取り組むことを掲げた。遠大な計画を遂行するために、後世にまでしっかり継承していかないと、山林は徐々に荒廃して生活の頼みを失ってしまうと謳い、後世に残すために「県有林の記」として石碑に刻んでいる。県有林の記より100年以上が経過したが、その間の森林利用の歴史を見てみると、遠大な計画を遂行しながら森林を利用してきたとは言い難いが実態ではないかと思える。

長野県に多いカラマツ人工林を見ても、植栽後に管理が行き届かない林ばかりが増加し、手入れが遅れた過密な人工林が増えすぎてしまった。過密な人工林が災害を誘発する可能性が指摘されたため、長野県では「間伐を必要としている森林を無くす」ことが提案され、積極的に森林整備を進めるとともに、平成20年度からは「長野県森林づくり県民税」が導入され、より市民に理解を求めている。

目先の利益に誘導されたのは、ニホンジカをめぐる話題でも言えるかと思う。

長い歴史の中でニホンジカが減少したのは、明治から大正時代に高値で取引され大量捕獲を行った事に原因がある。壊滅的に個体数が減ったことで、政府が重い腰を上げ保護施策に乗り出したが、個体数回復に時間がかかり、50年以上を経過した昭和40年代にも「絶滅が危惧される」動物として認識された経過もある。

現在は、逆にニホンジカが多くなりすぎたため、今度は減らすための対策が必要になっているが、被害対策は、結局狩猟による個体数減少と、柵などによる物理的な防除であり、よく考えてみると江戸時代の防除と良く似ている。江戸時代の獣害防除を振り返ると、100年以上の長きにわたって大量の資金を投下し続けたことで、徐々に効果が現れたと思われるため、これから長い道のりが待っているように思われる。

森林の管理を賢明に行っていくためには、人間の寿命を超える100年単位の長期計画が必要で、その計画を時代の流れに左右されることなく適切に継承していかなければ、次世代に良質な森林を受け渡していくことが出来ないと思われる。

どのような長期計画を立てて、これから100年後200年後の森林を考えていけばよいのか？といわれると、私一人で考えられるような話ではないけれど、少なくとも、我々が将来にわたって持続可能な形で生物資源を利用し続けていくためには、100年以上の「長期構想」を構築し、実行していく知恵が求められているように思われる。
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写真11-1　長野県を代表するカラマツ　川上村





� EMBED Excel.Chart.8 \s ���図11-1　長野県民有林の樹種別齢級別面積割合（長野県統計資料）





� EMBED Excel.Chart.8 \s ���


図11-2　長野県におけるカラマツ材生産量の推移（長野県統計資料）





�図11-3　秋山郷のカラマツ林の土地生産力（地位）と


林の混み具合（収量比数）の関係





�


写真11-2　山菜を育てている


カラマツ林　秋山郷





�写真11-3　食害を受けたカラマツ　松本市





�写真11-4　猪土手（復元）　塩尻市





�


図11-4　歴史的に見たニホンジカ個体数の変遷（推定）





�


図11-5　長野県における狩猟者数の推移


（長野県林業統計書および長野県猟友会資料による）
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11－5狩猟者

				猟友会会員数 リョウユウカイカイインスウ		狩猟登録者数 シュリョウトウロクシャスウ

		1926		3250

		1927		3702

		1928		3729

		1934		3639

		1937		2860

		1948		4173

		1949		4173

		1950		2351

		1954		4847

		1955		6936

		1956		5344

		1957		5584

		1958		6092

		1959		6228

		1960		7025

		1961		7560

		1962		8511

		1963		9653										長野県における狩猟者数の推移 ナガノケンシュリョウシャスウスイイ

		1964		9996		13459		74%								（長野県林業統計書および長野県猟友会資料による） ナガノケンリンギョウトウケイショナガノケンリョウユウカイシリョウ

		1965		10340		13994		74%

		1966		12188		16101		76%

		1967		10614		18561		57%

		1968		15269		21583		71%

		1969		16548		24251		68%

		1970		17905		26594		67%

		1971		17488		23924		73%

		1972		17342		23321		74%

		1973		17680		24366		73%

		1974		18779		26172		72%

		1975		19172		26327		73%

		1976		19450		26805		73%

		1977		18513		24260		76%

		1978		19109		24903		77%

		1979		16888		22227		76%

		1980		15885		21065		75%

		1981		14599		19126		76%

		1982		13201		16935		78%

		1983		11815		15370		77%

		1984		10942		14198		77%

		1985		10112		13267		76%

		1986		9428		12309		77%

		1987		8976		11743		76%

		1988		8539		11329		75%

		1989		8104		10799		75%

		1990		7811		10430		75%

		1991		7502		10265		73%

		1992		7191		9830		73%

		1993		6902		9385		74%

		1994		6675		9137		73%

		1995		6369		8724		73%

		1996		6168		8490		73%

		1997		6083		8473		72%

		1998		5869		8180		72%

		1999		5635		7932		71%

		2000		5553		8037		69%

		2001		5323		7959		67%

		2002		5488		7949		69%

		2003		5372		7665		70%

		2004		5095		6901		74%

		2005		4905		6508		75%

		2006		4885		6407		76%





11－5狩猟者

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0

		0		0



猟友会会員数

狩猟登録者数

西暦（年）

（人）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0



11－4変遷
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11－3地位と収量比数

		優占種 ユウセンシュ		本/ha ホン		平均DBH ヘイキン		平均樹高 ヘイキンジュコウ		Ry		カラマツ		スギ

		カラマツ		600		26.1791666667		26.3333333333		0.87		2				0.5

		カラマツ		600		33.8166666667		28.5		0.91		1				0.6

		カラマツ		650		33.4846153846		25.9384615385		0.89		1				0.7

		カラマツ		900		27.8777777778		21.1		0.88		3				0.8

		カラマツ		1300		23.2461538462		21		1		3				0.9

		カラマツ		900		32.3222222222		24		0.94		3				1

		カラマツ		500		33.3		27.35		0.84		2

		カラマツ		333.3333333333		34.77		23.4		0.63		3

		カラマツ		1066.6666666667		28.1461538462		24.2		0.99		2

		カラマツ		700		27.2142857143		23.2142857143		0.85		3

		カラマツ		1200		28.5833333333		23.9142857143		1		2

		カラマツ		700		32.4142857143		28.4285714286		0.95		1

		カラマツ		900		29.5875		24.5		0.88		2

		スギ		580		34.9310344828		27.4666666667		0.7				1

		スギ		800		28.16875		24		0.74				1

		スギ		900		27.0222222222		17.9333333333		0.64				2

		スギ(カラマツ混）		633.3333333333		36.4789473684		23.4736842105		0.66				2

		トチ＆ブナ		275		45.7818181818		21		－		－

		シラカンバ		550		23.9409090909		20		－





11－3地位と収量比数
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11－2伐採量

		カラマツ		年 ネン		伐採量(千ｍ3) バッサイリョウセン		石 コク		全量 ゼンリョウ		伐採量(千ｍ3) バッサイリョウセン		石 コク

		明治33年								1900		0.0

										1901		99.1		549,501

										1902		181.6		1,006,603

										1903		109.1		604,974

										1904		105.6		585,383

										1905		115.4		639,535

										1906		135.0		748,502

										1907		161.1		892,997

		明治41年 メイジネン		1908		7.1		39,625		1908		151.4		839,064

				1909		3.6		19,770		1909		253.7		1,406,398

				1910		7.4		41,190		1910		205.3		1,137,783

				1911		6.9		38,256		1911		224.1		1,242,116

		大正元年		1912		4.1		22,796		1912		255.0		1,413,438

				1913		8.4		46,553		1913		297.7		1,649,949

				1914		9.9		54,983		1914		208.9		1,157,854

				1915		10.6		59,023		1915		230.4		1,277,117

				1916		9.2		50,984		1916		252.9		1,402,161

		大正6年		1917		15.1		83,432		1917		268.7		1,489,344

				1918		8.5		47,174		1918		233.5		1,294,471

				1919		16.9		93,493		1919		268.2		1,486,750

				1920		17.3		95,884		1920		234.6		1,300,312

				1921		28.1		155,794		1921		233.0		1,291,327

				1922		55.0		304,961		1922		299.9		1,662,148

				1923		61.4		340,109		1923		344.6		1,910,012

				1924		48.5		268,699		1924		307.8		1,705,945

		大正14年		1925		38.1		211,067		1925		284.6		1,577,566

		昭和元年		1926		48.8		270,274		1926		272.1		1,508,555

				1927		48.5		269,124		1927		356.2		1,974,545

				1928		48.2		267,112		1928		378.6		2,098,555

				1929		48.2		267,399		1929		382.0		2,117,561

				1930		42.8		237,257		1930		425.6		2,359,351

				1931		49.6		275,026		1931		369.5		2,048,286

				1932		54.6		302,516		1932		379.1		2,101,426

				1933		61.9		343,191		1933		424.5		2,353,320

				1934		77.3		428,685		1934		512.3		2,839,847

		昭和10年		1935		76.1		421,831		1935		170.4		944,456

				1936		82.9		459,483		1936		593.4		3,289,536

				1937		107.6		596,278		1937		469.3		2,601,184

				1938		128.1		709,882		1938		537.9		2,981,838

				1939		160.9		891,639		1939		765.4		4,243,059

				1940		170.2		943,690		1940		811.8		4,499,796

				1941		141.4		783,758		1941		958.1		5,310,706

				1942		83.7		463,899		1942		371.9		2,061,383

				1943		142.2		788,425		1943		509.2		2,822,704

				1944		131.6		729,752		1944		585.6		3,246,244

		昭和20年 ショウワネン		1945		123.2		682,789		1945		453.0		2,511,296

				1946		116.2		644,000		1946		365.6		2,026,490

				1947		88.7		491,938		1947		255.8		1,417,763

				1948		104.6		579,585		1948		472.3		2,618,114

				1949		107.0		593,352		1949		338.1		1,874,294

				1950		108.8		603,000		1950		713.8		3,957,000

				1951		101.7		564,000		1951		572.0		3,171,000

				1952		189.2		1,049,000		1952		1052.3		5,833,000

				1953		212.0		1,175,000		1953		971.8		5,387,000

				1954		124.5		690,000		1954		940.1		5,211,000

		昭和30年 ショウワネン		1955		182.0		1,009,000		1955		1082.8		6,002,000

				1956		193.0		1,070,000		1956		1147.9		6,363,000

				1957		196.1		1,087,000		1957		1199.8		6,651,000

				1958		180.2		999,000		1958		1064.0		5,898,000

				1959		254.7		1,412,000		1959		1172.6		6,500,000

				1960		302.2		1,675,000		1960		1390.7		7,709,000

				1961		330.7		1,833,000		1961		1417.4		7,857,000

				1962		282.0		1,563,000		1962		1256.7		6,966,000

				1963		292.4		1,621,000		1963		1374.5		7,619,000

				1964		447				1964		2073

				1965		428				1965		1983

				1966		397				1966		2025

				1967		356				1967		1935

				1968		289				1968		1770

				1969		265				1969		1632

				1970		235				1970		1668

				1971		247				1971		1638

				1972		219				1972		1485

				1973		251				1973		1342

				1974		202				1974		1164

				1975		177				1975		999

				1976		198				1976		1008

				1977		166				1977		934

				1978		166				1978		873

				1979		157				1979		896

				1980		193				1980		888

				1981		155				1981		816

				1982		191				1982		882

				1983		236				1983		891

				1984		275				1984		948

				1985		227				1985		912

				1986		198				1986		846

				1987		183				1987		795

				1988		186				1988		761

				1989		175				1989		709

				1990		168				1990		685

				1991		163				1991		644

				1992		151				1992		600

				1993		149				1993		562

				1994		140				1994		516

				1995		147				1995		478

				1996		141				1996		461

				1997		123				1997		412

				1998		118				1998		369

				1999		113				1999		348

				2000		119				2000		325

				2001		87				2001		261

				2002		90				2002		258
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11－2伐採量
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11－1齢級別
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伐採量(千ｍ3)
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Sheet2

		県計 ケンケイ

				ス   ギ		ヒ ノ キ		アカマツ		カラマツ		その他針葉樹 タシンヨウジュ		広葉樹 コウヨウジュ

		～５		94		867		33		117		26		883

		～10		262		1,964		102		300		161		2,363

		～15		671		3,148		128		535		154		3,399

		～20		1,420		4,401		316		923		334		4,874

		～25		2,506		6,032		762		1,823		494		4,572

		～30		3,587		7,125		2,095		4,199		633		5,836

		～35		5,440		7,494		5,915		9,300		681		8,937

		～40		7,663		5,526		13,927		21,501		576		13,473

		～45		9,228		3,261		16,788		40,340		671		25,498

		～50		9,085		2,958		12,990		43,213		839		44,310

		～55		4,605		1,690		9,352		27,792		545		45,357

		～60		2,361		1,185		7,145		10,460		439		34,548

		～65		1,982		1,065		5,781		4,127		462		24,031

		～70		1,669		1,297		4,034		2,629		847		16,138

		71～		4,356		4,506		12,228		3,925		9,814		38,196

		計 ケイ		54,930		52,518		91,596		171,186		16,675		272,416
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11－5狩猟者

				猟友会会員数 リョウユウカイカイインスウ		狩猟登録者数 シュリョウトウロクシャスウ

		1926		3250

		1927		3702

		1928		3729

		1934		3639

		1937		2860

		1948		4173

		1949		4173

		1950		2351

		1954		4847

		1955		6936

		1956		5344

		1957		5584

		1958		6092

		1959		6228

		1960		7025

		1961		7560

		1962		8511

		1963		9653										長野県における狩猟者数の推移 ナガノケンシュリョウシャスウスイイ

		1964		9996		13459		74%								（長野県林業統計書および長野県猟友会資料による） ナガノケンリンギョウトウケイショナガノケンリョウユウカイシリョウ

		1965		10340		13994		74%

		1966		12188		16101		76%

		1967		10614		18561		57%

		1968		15269		21583		71%

		1969		16548		24251		68%

		1970		17905		26594		67%

		1971		17488		23924		73%

		1972		17342		23321		74%

		1973		17680		24366		73%

		1974		18779		26172		72%

		1975		19172		26327		73%

		1976		19450		26805		73%

		1977		18513		24260		76%

		1978		19109		24903		77%

		1979		16888		22227		76%

		1980		15885		21065		75%

		1981		14599		19126		76%

		1982		13201		16935		78%

		1983		11815		15370		77%

		1984		10942		14198		77%

		1985		10112		13267		76%

		1986		9428		12309		77%

		1987		8976		11743		76%

		1988		8539		11329		75%

		1989		8104		10799		75%

		1990		7811		10430		75%

		1991		7502		10265		73%

		1992		7191		9830		73%

		1993		6902		9385		74%

		1994		6675		9137		73%

		1995		6369		8724		73%

		1996		6168		8490		73%

		1997		6083		8473		72%

		1998		5869		8180		72%

		1999		5635		7932		71%

		2000		5553		8037		69%

		2001		5323		7959		67%

		2002		5488		7949		69%

		2003		5372		7665		70%

		2004		5095		6901		74%

		2005		4905		6508		75%

		2006		4885		6407		76%





11－5狩猟者
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11－4変遷

		

						大 ダイ

						推定生息数 スイテイセイソクスウ

						小 ショウ
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11－3地位と収量比数

		優占種 ユウセンシュ		本/ha ホン		平均DBH ヘイキン		平均樹高 ヘイキンジュコウ		Ry		カラマツ		スギ

		カラマツ		600		26.1791666667		26.3333333333		0.87		2				0.5

		カラマツ		600		33.8166666667		28.5		0.91		1				0.6

		カラマツ		650		33.4846153846		25.9384615385		0.89		1				0.7

		カラマツ		900		27.8777777778		21.1		0.88		3				0.8

		カラマツ		1300		23.2461538462		21		1		3				0.9

		カラマツ		900		32.3222222222		24		0.94		3				1

		カラマツ		500		33.3		27.35		0.84		2

		カラマツ		333.3333333333		34.77		23.4		0.63		3

		カラマツ		1066.6666666667		28.1461538462		24.2		0.99		2

		カラマツ		700		27.2142857143		23.2142857143		0.85		3

		カラマツ		1200		28.5833333333		23.9142857143		1		2

		カラマツ		700		32.4142857143		28.4285714286		0.95		1

		カラマツ		900		29.5875		24.5		0.88		2

		スギ		580		34.9310344828		27.4666666667		0.7				1

		スギ		800		28.16875		24		0.74				1

		スギ		900		27.0222222222		17.9333333333		0.64				2

		スギ(カラマツ混）		633.3333333333		36.4789473684		23.4736842105		0.66				2

		トチ＆ブナ		275		45.7818181818		21		－		－

		シラカンバ		550		23.9409090909		20		－





11－3地位と収量比数

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0



高い

カラマツ

収量比数(森林の混み具合）

地位（土地生産力）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0



11－2伐採量

		カラマツ		年 ネン		伐採量(千ｍ3) バッサイリョウセン		石 コク		全量 ゼンリョウ		伐採量(千ｍ3) バッサイリョウセン		石 コク

		明治33年								1900		0.0

										1901		99.1		549,501

										1902		181.6		1,006,603

										1903		109.1		604,974

										1904		105.6		585,383

										1905		115.4		639,535

										1906		135.0		748,502

										1907		161.1		892,997

		明治41年 メイジネン		1908		7.1		39,625		1908		151.4		839,064

				1909		3.6		19,770		1909		253.7		1,406,398

				1910		7.4		41,190		1910		205.3		1,137,783

				1911		6.9		38,256		1911		224.1		1,242,116

		大正元年		1912		4.1		22,796		1912		255.0		1,413,438

				1913		8.4		46,553		1913		297.7		1,649,949

				1914		9.9		54,983		1914		208.9		1,157,854

				1915		10.6		59,023		1915		230.4		1,277,117

				1916		9.2		50,984		1916		252.9		1,402,161

		大正6年		1917		15.1		83,432		1917		268.7		1,489,344

				1918		8.5		47,174		1918		233.5		1,294,471

				1919		16.9		93,493		1919		268.2		1,486,750

				1920		17.3		95,884		1920		234.6		1,300,312

				1921		28.1		155,794		1921		233.0		1,291,327

				1922		55.0		304,961		1922		299.9		1,662,148

				1923		61.4		340,109		1923		344.6		1,910,012

				1924		48.5		268,699		1924		307.8		1,705,945

		大正14年		1925		38.1		211,067		1925		284.6		1,577,566

		昭和元年		1926		48.8		270,274		1926		272.1		1,508,555

				1927		48.5		269,124		1927		356.2		1,974,545

				1928		48.2		267,112		1928		378.6		2,098,555

				1929		48.2		267,399		1929		382.0		2,117,561

				1930		42.8		237,257		1930		425.6		2,359,351

				1931		49.6		275,026		1931		369.5		2,048,286

				1932		54.6		302,516		1932		379.1		2,101,426

				1933		61.9		343,191		1933		424.5		2,353,320

				1934		77.3		428,685		1934		512.3		2,839,847

		昭和10年		1935		76.1		421,831		1935		170.4		944,456

				1936		82.9		459,483		1936		593.4		3,289,536

				1937		107.6		596,278		1937		469.3		2,601,184

				1938		128.1		709,882		1938		537.9		2,981,838

				1939		160.9		891,639		1939		765.4		4,243,059

				1940		170.2		943,690		1940		811.8		4,499,796

				1941		141.4		783,758		1941		958.1		5,310,706

				1942		83.7		463,899		1942		371.9		2,061,383

				1943		142.2		788,425		1943		509.2		2,822,704

				1944		131.6		729,752		1944		585.6		3,246,244

		昭和20年 ショウワネン		1945		123.2		682,789		1945		453.0		2,511,296

				1946		116.2		644,000		1946		365.6		2,026,490

				1947		88.7		491,938		1947		255.8		1,417,763

				1948		104.6		579,585		1948		472.3		2,618,114

				1949		107.0		593,352		1949		338.1		1,874,294

				1950		108.8		603,000		1950		713.8		3,957,000

				1951		101.7		564,000		1951		572.0		3,171,000

				1952		189.2		1,049,000		1952		1052.3		5,833,000

				1953		212.0		1,175,000		1953		971.8		5,387,000

				1954		124.5		690,000		1954		940.1		5,211,000

		昭和30年 ショウワネン		1955		182.0		1,009,000		1955		1082.8		6,002,000

				1956		193.0		1,070,000		1956		1147.9		6,363,000

				1957		196.1		1,087,000		1957		1199.8		6,651,000

				1958		180.2		999,000		1958		1064.0		5,898,000

				1959		254.7		1,412,000		1959		1172.6		6,500,000

				1960		302.2		1,675,000		1960		1390.7		7,709,000

				1961		330.7		1,833,000		1961		1417.4		7,857,000

				1962		282.0		1,563,000		1962		1256.7		6,966,000

				1963		292.4		1,621,000		1963		1374.5		7,619,000

				1964		447				1964		2073

				1965		428				1965		1983

				1966		397				1966		2025

				1967		356				1967		1935

				1968		289				1968		1770

				1969		265				1969		1632

				1970		235				1970		1668

				1971		247				1971		1638

				1972		219				1972		1485

				1973		251				1973		1342

				1974		202				1974		1164

				1975		177				1975		999

				1976		198				1976		1008

				1977		166				1977		934

				1978		166				1978		873

				1979		157				1979		896

				1980		193				1980		888

				1981		155				1981		816

				1982		191				1982		882

				1983		236				1983		891

				1984		275				1984		948

				1985		227				1985		912

				1986		198				1986		846

				1987		183				1987		795

				1988		186				1988		761

				1989		175				1989		709

				1990		168				1990		685

				1991		163				1991		644

				1992		151				1992		600

				1993		149				1993		562

				1994		140				1994		516

				1995		147				1995		478

				1996		141				1996		461

				1997		123				1997		412

				1998		118				1998		369

				1999		113				1999		348

				2000		119				2000		325

				2001		87				2001		261

				2002		90				2002		258

				2003		87				2003		245

				2004		99				2004		260

				2005		107				2005		262

				2006		119				2006		267

				2007		124				2007		294

				2008						2008

				2009						2009

				2010						2010

				2011						2011

				2012						2012

				2013						2013

				2014						2014

				2015						2015

				2016						2016

				2017						2017

				2018						2018

				2019						2019

				2020						2020
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11－2伐採量
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伐採量(千ｍ3)
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11－1齢級別
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伐採量(千ｍ3)

長野県の木材伐採量(千ｍ3)
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Sheet2

		県計 ケンケイ

				ス   ギ		ヒ ノ キ		アカマツ		カラマツ		その他針葉樹 タシンヨウジュ		広葉樹 コウヨウジュ

		～５		94		867		33		117		26		883

		～10		262		1,964		102		300		161		2,363

		～15		671		3,148		128		535		154		3,399

		～20		1,420		4,401		316		923		334		4,874

		～25		2,506		6,032		762		1,823		494		4,572

		～30		3,587		7,125		2,095		4,199		633		5,836

		～35		5,440		7,494		5,915		9,300		681		8,937

		～40		7,663		5,526		13,927		21,501		576		13,473

		～45		9,228		3,261		16,788		40,340		671		25,498

		～50		9,085		2,958		12,990		43,213		839		44,310

		～55		4,605		1,690		9,352		27,792		545		45,357

		～60		2,361		1,185		7,145		10,460		439		34,548

		～65		1,982		1,065		5,781		4,127		462		24,031

		～70		1,669		1,297		4,034		2,629		847		16,138

		71～		4,356		4,506		12,228		3,925		9,814		38,196

		計 ケイ		54,930		52,518		91,596		171,186		16,675		272,416
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